
ものづくり企業「攻め」の人材活用〜マッチングや連携で事業を進める〜

受
注
増
に
備
え
て
現
場
見
直
し

現
場
重
視
の
派
遣
事
業

　

同
市
内
の
大
手
電
子
機
器
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
受
注
が
好
調
な
同

社
。
今
後
、
さ
ら
な
る
増
加
も
見

込
ま
れ
て
お
り
、
生
産
能
力
向
上

が
急
務
と
い
え
る
状
況
で
し
た
。

設
備
や
人
員
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

積
極
的
に
投
資
を
す
る
な
ら
今
！

と
考
え
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

も
の
づ
く
り
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
派
遣
事
業
の
利
用
を
決
め
た

と
話
し
ま
す
。

　
「
実
は
、
Ｆ

−

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
vol
．23
）

を
見
て
こ
の
ス
ク
ー
ル
を
知
り
ま

し
た
。
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
藤
本

理
論
を
勉
強
し
た
方
が
実
際
に
現

場
に
来
て
指
導
し
て
く
れ
る
。
し

か
も
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
コ
ン

サ
ル
と
し
て
は
費
用
も
非
常
に
安

い
も
の
で
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
習
い

た
い
と
思
い
ま
し
た
ね
」。

　

全
5
回
の
派
遣
に
は
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
窪
田
正
明
氏

と
長
田
勝
栄
氏
の
2
名
が
参
加
。

初
回
か
ら
早
速
、
事
業
の
簡
単
な

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後
に
し
っ
か
り
と

し
た
現
場
検
証
が
始
ま
っ
た
よ
う

で
す
。
以
降
は
主
に
、
現
場
の
担

当
者
と
の
や
り
と
り
に
時
間
を
割

き
、
ま
ず
は
現
状
の
あ
り
の
ま
ま

を
把
握
し
て
い
き
ま
し
た
。

派遣対象 　派遣により改善効果が期待できる
と判断できる、福井県内に事業所
を有する中小企業・小規模事業者

派 遣 者 　福井ものづくり改善インストラク
タースクールで養成したインスト
ラクターを原則 2 名 1 組で派遣し
ます。

派遣回数 　 5 回以内
活動期間 　 3 カ月以内
負 担 額 　 1 回  2 万円（税込）

こんな悩みを抱える
現場におススメ

・仕掛品や在庫が山積みになっている
・あちこち歩き回りながら作業をしている
・現場が雑然としていて、工具などが見

つかりにくい
・現場改善を具体的に進めるやり方がよ

く分からない

　
「
う
す
う
す
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
数
値
で
見
る
と
衝
撃
的
で
し

た
ね
。
そ
れ
ま
で
も
標
準
タ
イ
ム

を
定
め
て
い
ま
し
た
が
、
正
確
な

把
握
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
科
学
的
な
数

値
で
の
見
え
る
化
は
今
回
の
大
き

な
収
穫
で
す
」
と
田
中
氏
。
課
題

が
明
確
に
な
っ
た
今
、
一
次
工
程

の
高
速
化
を
目
指
し
、
機
械
メ
ー

カ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
取
り
掛

か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
状
分
析
の
結
果
や
細
か
な
改

善
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
た
窪
田
、

長
田
両
氏
か
ら
の
〝
処
方
箋
〟
の

プ
レ
ゼ
ン
に
よ
り
、
一
連
の
事
業

は
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

独
自
に
長
田
氏
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
契
約
を
結
び
、
提
案
を
も
と

　
「
定
点
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
現

場
の
人
の
動
き
を
把
握
す
る
な

ど
、
他
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

は
一
味
違
う
な
と
感
じ
ま
し
た
。

普
通
は
座
学
中
心
だ
っ
た
り
、
現

場
を
見
て
指
摘
を
も
ら
っ
て
終
わ

り
だ
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
が
、

お
二
人
は
現
場
に
ガ
ッ
ツ
リ
と
入

り
込
ん
で
い
た
だ
い
た
と
い
う
印

象
で
し
た
」
と
、
序
盤
か
ら
派
遣

事
業
へ
の
期
待
を
感
じ
て
い
た
様

子
で
す
。

画
像
か
ら
の
数
値
化
で

現
場
の
ム
ダ
が
明
確
に

　

綿
密
な
現
場
検
証
と
動
画
の
分

析
デ
ー
タ
か
ら
、
作
業
者
に
よ
る

ス
ピ
ー
ド
差
や
工
場
内
レ
イ
ア
ウ

ト
に
よ
る
導
線
の
非
効
率
と
い
っ

た
改
善
要
素
が
い
く
つ
か
見
え
て

き
た
中
、
生
産
ラ
イ
ン
に
あ
る
一

つ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
同
社
の
製
品

は
大
き
く
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
断
裁
機
械
を
使
っ
て
の
一
次
工

程
と
二
次
工
程
に
よ
り
製
造
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
一
次
工
程
の
ス

ピ
ー
ド
が
遅
い
た
め
、
フ
ル
に
二

次
工
程
の
稼
働
が
で
き
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
作
業
待
ち
や
仕
掛

品
保
管
ス
ペ
ー
ス
な
ど
大
き
な
ム

ダ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ポリ袋製造の豊ファインパック株式会社。寸法のオーダーはもちろんのこと、電子部
品の梱包に最適な帯電防止機能や防錆機能など、顧客ごとの要望に応えるものづくり
が同社の強みです。生産性向上に向けて、ものづくり改善インストラクター派遣事業
を利用。どのような気づきを得たのでしょう。代表取締役社長の田中利希也氏にお聞
きしました。

「福井ものづくり改善インストラクタースクール（※）」で習得した手法等
を用い、現場の抱えている課題に対し、インストラクターが中心となり
改善提案を策定する「ものづくりインストラクター派遣事業」。事業を
利用し、生産現場改善に積極的に取り組んだ２社の事例をご紹介します。

ものづくり改善インストラクター派遣
気づきを活かし生産性1.5倍を目指す

豊ファインパック株式会社

田中 利希也 氏

豊ファインパック株式会社
http://www.finepack.co.jp/
所 在 地：越前市家久町31−11− 2
電話番号：0778−23−7733
代 表 者：田中 利希也 氏
資 本 金：1,000万円
事業内容：梱包資材製造

に
現
場
改
善
を
進
め
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
「
今
年
度
が
初
め
て
の
事
業
と

い
う
こ
と
で
お
互
い
試
行
錯
誤
で

や
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
現
状
に
合
っ
た
良
い
提
案
を
い

た
だ
け
ま
し
た
。
生
産
性
を
向
上

し
な
が
ら
生
産
能
力
を1.5
倍
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
一
緒
に

な
っ
て
真
剣
に
実
践
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
結
果
に
満
足
い
た
だ
け
た
よ
う

で
す
。

生産性向上のため設備投資を予定している工場内の一次工程

※福井ものづくり改善インストラクタースクールとは
東京大学ものづくり経営研究センターと共同開発した、講義・演習・現
場実習からなる中小企業の現場のためのカリキュラム。東京大学 藤本
隆宏教授によるものづくり理論をベースにしたオリジナルテキストを用
い、生産効率を高める「よい設計」と「よい流れ」を作る現場改善の知
識や手法を県内中小企業の中核を担う現場の従業員や、多くの現場経験
を有する企業OBの方に学んでいただきます。東京大学ものづくり経営
研究センターの協力による経験豊富な講師陣が担当するほか、終了後も
技術向上を図り、現場の改善に活かせるよう、継続的なフォローアップ
体制も用意されており、体系的に現場改善をリードする
力を身につけることができるプログラムです。
昨年のスクールの取り組み内容など、詳細はF-ACT 
vol.23をご覧ください。

　

昨
年
、
第
一
期
目
の
福
井
も

の
づ
く
り
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
ス
ク
ー
ル
が
終
了
し
、
そ

れ
に
続
き
今
年
度
初
め
て
2
社

で
派
遣
事
業
を
行
な
い
ま
し

た
。
越
前
市
の
豊
フ
ァ
イ
ン
パ

ッ
ク
株
式
会
社
と
、
鯖
江
市
に

あ
る
田
中
段
ボ
ー
ル
工
業
株
式

会
社
の
現
場
に
入
り
、
生
産
工

程
を
し
っ
か
り
と
調
べ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
に
「
処
方
箋
」
と

し
て
現
場
改
善
提
案
を
出
す
と

い
う
形
で
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
派
遣
回
数
は

各
々
5
回
で
す
。
今
回
は
幅
広

く
改
善
す
る
の
で
は
な
く
、
あ

る
工
程
、
あ
る
製
品
、
あ
る
顧

客
に
的
を
絞
っ
て
提
案
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
元
に
、
各
企
業
で

横
に
展
開
し
て
い
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
い
う
想
い
で
す
。
あ
く

ま
で
こ
の
派
遣
事
業
は
改
善
の

「
き
っ
か
け
」。
会
社
の
規
模
に

合
わ
せ
て
こ
れ
を
広
げ
、
定
着

し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
場
改
善
は
エ
ン
ド
レ
ス
で

す
。
ま
ず
は
我
々
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
社
長
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
と
い
う
こ
と
も
大

E-mail：monodukuri@fisc.jp　　TEL：0776−41−3775

福井ものづくり改善インストラクタースクール
統括責任者
窪田 正明 氏

切
に
考
え
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
の
改
善
を
通

じ
て
人
材
不
足
に
対
し
て
も

一
助
に
な
れ
ば
、
と
い
う
想

い
も
あ
り
ま
す
。
生
産
効
率

の
悪
い
現
場
で
残
業
が
多
い

と
、
今
の
若
い
人
は
ま
ず
来

て
く
れ
ま
せ
ん
。
残
業
を
せ

ず
に
売
り
上
げ
を
キ
ー
プ
で

き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
を

必
死
に
な
っ
て
や
っ
て
い
か

な
い
と
、
今
後
ま
す
ま
す
人

材
の
確
保
は
難
し
く
な
る
で

し
ょ
う
。

　

2 

0 

1 

8
年
3
月
ま
で
に

も
う
1
社
へ
の
派
遣
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
2 

0 

1 

8
年

4
月
以
降
、
多
く
の
派
遣
事

業
先
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
御
社
の
現
場
改
善

に
つ
い
て
ご
相
談
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

昨年度のスクールでの実習の様子

現場改善のプロとの連携
〜ものづくりインストラクター派遣事業を活かした２社を紹介〜
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ものづくり企業「攻め」の人材活用〜マッチングや連携で事業を進める〜

受
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現
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派
遣
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こ
の
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知
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ま

し
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。
ト
ヨ
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生
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理
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勉
強
し
た
方
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実
際
に
現

場
に
来
て
指
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れ
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。
し

か
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、
あ
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た
い
こ
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コ
ン
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し
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は
費
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に
安

い
も
の
で
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
習
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た
い
と
思
い
ま
し
た
ね
」。

　

全
5
回
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派
遣
に
は
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
窪
田
正
明
氏

と
長
田
勝
栄
氏
の
2
名
が
参
加
。

初
回
か
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早
速
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事
業
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グ
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後
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か
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し
た
現
場
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以
降
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現
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派遣対象 　派遣により改善効果が期待できる
と判断できる、福井県内に事業所
を有する中小企業・小規模事業者
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保
管
ス
ペ
ー
ス
な
ど
大
き
な
ム

ダ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ポリ袋製造の豊ファインパック株式会社。寸法のオーダーはもちろんのこと、電子部
品の梱包に最適な帯電防止機能や防錆機能など、顧客ごとの要望に応えるものづくり
が同社の強みです。生産性向上に向けて、ものづくり改善インストラクター派遣事業
を利用。どのような気づきを得たのでしょう。代表取締役社長の田中利希也氏にお聞
きしました。

「福井ものづくり改善インストラクタースクール（※）」で習得した手法等
を用い、現場の抱えている課題に対し、インストラクターが中心となり
改善提案を策定する「ものづくりインストラクター派遣事業」。事業を
利用し、生産現場改善に積極的に取り組んだ２社の事例をご紹介します。

ものづくり改善インストラクター派遣
気づきを活かし生産性1.5倍を目指す

豊ファインパック株式会社

田中 利希也 氏

豊ファインパック株式会社
http://www.finepack.co.jp/
所 在 地：越前市家久町31−11− 2
電話番号：0778−23−7733
代 表 者：田中 利希也 氏
資 本 金：1,000万円
事業内容：梱包資材製造

に
現
場
改
善
を
進
め
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
「
今
年
度
が
初
め
て
の
事
業
と

い
う
こ
と
で
お
互
い
試
行
錯
誤
で

や
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
現
状
に
合
っ
た
良
い
提
案
を
い

た
だ
け
ま
し
た
。
生
産
性
を
向
上

し
な
が
ら
生
産
能
力
を1.5

倍
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
一
緒
に

な
っ
て
真
剣
に
実
践
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
結
果
に
満
足
い
た
だ
け
た
よ
う

で
す
。

生産性向上のため設備投資を予定している工場内の一次工程

※福井ものづくり改善インストラクタースクールとは
東京大学ものづくり経営研究センターと共同開発した、講義・演習・現
場実習からなる中小企業の現場のためのカリキュラム。東京大学 藤本
隆宏教授によるものづくり理論をベースにしたオリジナルテキストを用
い、生産効率を高める「よい設計」と「よい流れ」を作る現場改善の知
識や手法を県内中小企業の中核を担う現場の従業員や、多くの現場経験
を有する企業OBの方に学んでいただきます。東京大学ものづくり経営
研究センターの協力による経験豊富な講師陣が担当するほか、終了後も
技術向上を図り、現場の改善に活かせるよう、継続的なフォローアップ
体制も用意されており、体系的に現場改善をリードする
力を身につけることができるプログラムです。
昨年のスクールの取り組み内容など、詳細はF-ACT 
vol.23をご覧ください。

　

昨
年
、
第
一
期
目
の
福
井
も

の
づ
く
り
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
ス
ク
ー
ル
が
終
了
し
、
そ

れ
に
続
き
今
年
度
初
め
て
2
社

で
派
遣
事
業
を
行
な
い
ま
し

た
。
越
前
市
の
豊
フ
ァ
イ
ン
パ

ッ
ク
株
式
会
社
と
、
鯖
江
市
に

あ
る
田
中
段
ボ
ー
ル
工
業
株
式

会
社
の
現
場
に
入
り
、
生
産
工

程
を
し
っ
か
り
と
調
べ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
に
「
処
方
箋
」
と

し
て
現
場
改
善
提
案
を
出
す
と

い
う
形
で
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
派
遣
回
数
は

各
々
5
回
で
す
。
今
回
は
幅
広

く
改
善
す
る
の
で
は
な
く
、
あ

る
工
程
、
あ
る
製
品
、
あ
る
顧

客
に
的
を
絞
っ
て
提
案
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
元
に
、
各
企
業
で

横
に
展
開
し
て
い
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
い
う
想
い
で
す
。
あ
く

ま
で
こ
の
派
遣
事
業
は
改
善
の

「
き
っ
か
け
」。
会
社
の
規
模
に

合
わ
せ
て
こ
れ
を
広
げ
、
定
着

し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
場
改
善
は
エ
ン
ド
レ
ス
で

す
。
ま
ず
は
我
々
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
社
長
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
と
い
う
こ
と
も
大

E-mail：monodukuri@fisc.jp　　TEL：0776−41−3775

福井ものづくり改善インストラクタースクール
統括責任者
窪田 正明 氏

切
に
考
え
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
の
改
善
を
通

じ
て
人
材
不
足
に
対
し
て
も

一
助
に
な
れ
ば
、
と
い
う
想

い
も
あ
り
ま
す
。
生
産
効
率

の
悪
い
現
場
で
残
業
が
多
い

と
、
今
の
若
い
人
は
ま
ず
来

て
く
れ
ま
せ
ん
。
残
業
を
せ

ず
に
売
り
上
げ
を
キ
ー
プ
で

き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
を

必
死
に
な
っ
て
や
っ
て
い
か

な
い
と
、
今
後
ま
す
ま
す
人

材
の
確
保
は
難
し
く
な
る
で

し
ょ
う
。

　

2 

0 

1 

8
年
3
月
ま
で
に

も
う
1
社
へ
の
派
遣
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
2 

0 

1 

8
年

4
月
以
降
、
多
く
の
派
遣
事

業
先
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
御
社
の
現
場
改
善

に
つ
い
て
ご
相
談
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

昨年度のスクールでの実習の様子

現場改善のプロとの連携
〜ものづくりインストラクター派遣事業を活かした２社を紹介〜
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ものづくり企業「攻め」の人材活用〜マッチングや連携で事業を進める〜

熟
練
作
業
者
の
3
Ｋ
（
カ
ン
・
コ

ツ
・
ケ
イ
ケ
ン
）
に
依
存
し
て
い

る
部
分
が
多
か
っ
た
こ
と
も
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
」
と
成
果
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
他
工
程
へ
の
展
開
や

作
業
指
示
の
電
子
化
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
見
直
し
な
ど
、
テ
コ
入
れ

し
た
い
課

題
は
山
積

み
と
い
っ

た
模
様
。

継
続
的

な
コ
ン
サ

ル
契
約
を

結
び
、
ひ

と
つ
ひ
と

つ
ク
リ
ア

に
し
て
い

く
予
定
の

田
中
氏
で

す
。

第
3
者
の
視
点
に
よ
り

現
場
の
課
題
を
抽
出

　

順
調
な
受
注
増
の
一
方
、
5
年

前
に
は
「
キ
ャ
パ
越
え
で
し
た
」

と
、
深
夜
に
及
ぶ
残
業
が
続
い
た

こ
と
を
田
中
氏
は
明
か
し
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
、
大
規
模
か
つ
一
貫

生
産
対
応
の
製
造
設
備
を
投
資
し

た
ほ
か
、「
社
内
合
理
化
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
と
称
し
、
社
内
で
生
産

工
程
の
1
分
、
1
秒
を
縮
め
る
た

め
の
会
議
を
定
期
的
に
行
っ
て
き

た
そ
う
で
す
。

　
「
会
社
を
ど
れ
だ
け
変
え
て
い

け
る
か
が
勝
負
と
思
い
や
っ
て
き

ま
し
た
。
成
果
も
出
て
い
ま
し
た

が
、
内
部
で
で
き
る
こ
と
と
し
て

は
『
行
く
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
』

と
い
う
感
じ
で
し
た
。
第
3
者
に

見
て
も
ら
い
、
ヒ
ン
ト
を
得
た
か

っ
た
ん
で
す
」
と
、
2
名
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
受
け
入
れ
た
経

緯
を
語
り
ま
す
。

　

最
初
の
受
け
入
れ
は
10
月
。
打

ち
合
わ
せ
に
よ
り
目
指
す
ゴ
ー
ル

を
す
り
合
わ
せ
た
後
、
早
速
、
定

点
カ
メ
ラ
を
設
置
し
現
場
に
潜
む

課
題
を
抽
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
工

程
に
か
か
っ
て
い
る
時
間
を
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ
で
見
え
る
化
。
今
回

の
派
遣
で
の
改
善
テ
ー
マ
は
あ
え

探
し
に
、
作
業
場
内
を
行
っ
た
り

来
た
り
す
る
様
子
が
カ
メ
ラ
に
捉

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
専
用
ソ
フ
ト
の
過
去

デ
ー
タ
を
参
考
に
使
用
頻
度
の
極

端
に
少
な
い
バ
ラ
版
約
5 

0 

0
個

を
廃
棄
し
、
残
り
に
つ
い
て
も
棚

に
層
別
基
準
の
ル
ー
ル
を
設
け
整

理
整
頓
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ
く

印
版
フ
ィ
ル
ム
も
棚
の
番
地
を
整

え
、
さ
ら
に
リ
ピ
ー
ト
の
多
い
3

種
類
は
専
用
シ
ー
ト
と
し
て
作
成

し
、
バ
ラ
版
脱
着
の
ム
ダ
を
省
く

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
「
外
部
の
人
が
入
る
こ
と
で
思

い
切
っ
た
行
動
が
で
き
た
こ
と
が

良
か
っ
た
で
す
ね
。
社
長
が
言

う
だ
け
で
は
動
き
ま
せ
ん
か
ら

（
笑
）。
生
産
効
率
が
上
が
っ
た
の

は
も
ち
ろ
ん
、
新
人
や
他
の
仕
事

を
担
当
す
る
人
が
手
伝
え
る
よ
う

に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

て
一
番
比
率
の
多
い
内
段
取
り
作

業
で
は
な
く
、
印
刷
工
程
の
印
判

準
備
作
業
の
効
率
化
と
し
ま
し
た
。

　
「
要
ら
な
い
も
の
を
捨
て
る
、

作
業
員
の
動
線
に
ム
ダ
は
な
い
か

な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
現
場
改
善
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
定
点
カ
メ
ラ

で
現
場
を
見
る
の
は
初
め
て
で
し

た
。
一
つ
の
工
程
に
絞
っ
た
こ
と

で
、
5
回
の
派
遣
で
実
現
化
で
き

る
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お
り
、
当
初

は
改
善
提
案
を
も
ら
え
る
ま
で
と

想
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
実
務
ま

で
入
り
込
め
た
こ
と
は
嬉
し
い
誤

算
で
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

課
題
に
対
し
即
実
行

横
展
開
に
も
つ
な
げ
る

　

以
前
に
導
入
し
た
段
ボ
ー
ル
専

用
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
に
よ

る
、
小
ロ
ッ
ト
短
納
期
対
応
が
顧

客
に
喜
ば
れ
て
い
る
反
面
、
手
作

業
で
の
印
版
準
備
に
か
か
る
手
間

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
同
社
。

　
「
段
ボ
ー
ル
箱
へ
印
字
の
原
版

と
な
る
印
版
フ
ィ
ル
ム
に
、
バ
ラ

判
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
版
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
セ
ッ
ト
し
て
い
く
作
業

で
す
。
バ
ラ
版
だ
け
で
数
千
個
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
探
し
出
す
の
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
」
と
現
場
担

当
者
。
印
判
フ
ィ
ル
ム
・
バ
ラ
版

1964年創業の段ボール製函メーカーである田中段ボール工業株式会社。小ロット短
納期にも柔軟に対応できる強みを活かし、同業種では県内トップクラスの業績を誇り
ます。かねてから第３者の目からの現場改善を望んでいた代表取締役の田中耕四郎
氏。ものづくり改善インストラクター派遣によりどのような改善につなげたのでしょ
うか。お話しを伺いました。

現場改善インストラクターの目で課題を見える化
即提案、即実行で改善につなげる

田中段ボール工業株式会社

田中 耕四郎 氏

田中段ボール工業株式会社
http://tanaka-dbox.co.jp/
所 在 地：鯖江市宮前 2 − 3 −42
電話番号：0778−51−1939
代 表 者：田中 耕四郎 氏
資 本 金：1,000万円
事業内容：段ボールケース、
　　　　　段ボール製品の企画製造 等 バラ版の棚整理。使用頻度や種別に区分し、誰でもが分かりやすく。

before after

⇒

現場リーダーとの打合わせの様子。

厚生労働省が発表した福井県の有効求人倍率（10月現在）は1.98倍で、東京都に次
いで全国 2 位という状況。県内企業としては人手不足感が深刻化しており、雇用が
ますます難しくなっているといえます。そんな中、事業を進める即戦力となる経験
者を雇用できたら、と考える経営者も少なくないでしょう。ここではシニアを含め
た経験者の雇用につながる県内の窓口をご紹介します。

経験豊かな人材はどこで出会える？

地域の企業が、事業革新や新製品開発などに積極的にチャレンジする「攻めの経営」への転身を後
押ししています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※詳細は本誌Ｐ1, 2をご覧ください

◦新たな事業化等への意欲がある県
内中小・中堅企業のご相談に対応
します（経営体質の改善、新規市場・
新規分野への参入など）

◦人材ニーズを踏まえ、民間人材ビ
ジネス事業者と連携して求職者と
マッチングします

ふくいプロフェッショナル人材総合戦略拠点
　〒910−0102　福井市川合鷲塚町61字北稲田10（福井県工業技術センター内）
　相談時間：月曜から金曜日（閉庁日を除く）　9：00～12：00、13：00～17：00
　Tel：0776−55−1550　　Fax：0776−55−1553　　E-mail：info@fukui-pro.jp

ふくいプロフェッショナル人材総合戦略拠点01

連携民間人材ビジネス事業者（17社）
アイビーエージェント㈱ ㈱アイル アクティベイト㈱
㈱カラフルカンパニー ㈱キャリアネットワーク ㈱キャリアプラス
㈱人材情報センター ㈱スターシップ人材銀行 セーレンコスモ㈱
テンプスタッフフォーラム㈱ ㈱日本雇用創出機構 ㈱パソナ／パソナキャリアカンパニー
パーソルキャリア㈱ ㈱ビズリーチ ㈱ヒューマン・デザイン
㈱リクルートキャリア ㈱リクルートキャリアコンサルティング

県内企業の人材確保と、長年企業に勤め、専門的な技術や経験を有する60歳以上のシニア人材の
マッチングを総合的に支援することを目的として、平成27年10月に福井県が設置した機関です。
◦相談から求人情報の提供および人材紹介
　までのサービスを総合的に提供します

福井県シニア人材活躍支援センター（無料職業紹介事業所）　〒910−0858　福井市手寄１丁目４－１　AOSSA７階
　相談時間：火曜から金曜日 9：00～18：00、土曜日 9：00～17：30　※事前に予約の上、お越しください
　Tel：0776−43−0881

福井県シニア人材活躍支援センター02

経済・産業団体、ハローワーク等と連携し、全国ネットを通じて、人材の確保、
従業員の再就職支援といった、企業間の人材マッチングを支援する機関です。
◦全国47都道府県に事務所があり、全国ネットでサービスを提供しています
◦離職を余儀なくされる在職者を対象に、企業間の出向・移籍を支援しています
◦センター独自の求人・求職情報の提供が可能です
◦登録、相談、斡旋については一切無料です

（公財）産業雇用安定センター　福井事務所　〒910−0005　福井市大手２丁目７－15　明治安田生命福井ビル４階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel：0776−24−9025　　Fax：0776−24−9045

公益財団法人産業雇用安定センター03

経験者雇用 相談窓口のご紹介
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